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主な内容主な内容
●市政の窓…（小学校閉校式典、組織機構再編ほか）…２
～５　●市政情報便（国民健康保険・国民年金等の手続き
ほか）…６～７　●まちの話題・ニュース東西南北（増田
梵天まつり、雪かきツアー＆農家交流ほか）…８～９　●
財務書類公表…10～11　●情報・いどばたプラザ…12～14閉校する阿気小校舎を彩ったイルミネーション閉校する阿気小校舎を彩ったイルミネーション

食
を
学
び
、楽
し
み
、潤
う
ま
ち
へ

　

市
で
は
、
食
と
農
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
、
地
産
地
消
を

実
践
す
る
全
市
民
参
加
型
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト『
食
と
農
』チ
ー
ム
・
プ

ラ
ス
Y
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

２
月
22
日
、
横
手
セ
ン
ト
ラ
ル

ホ
テ
ル
で『
食
と
農
』フ
ォ
ー
ラ
ム

が
開
催
さ
れ
、
約
２
６
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
は
じ
め
に
、
髙
橋

市
長
が
「
食
の
あ
り
が
た
さ
を
共

有
し
な
が
ら
、
横
手
の
農
を
盛
り

上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い

さ
つ
。
続
い
て『
食
と
農
』チ
ー
ム

プ
ラ
ス
Y
優
良
取
組
者
表
彰
が
行

わ
れ
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
相

愛
保
育
園
の
〝
食
育
に
地
産
地
消

を
組
み
入
れ
た
取
り
組
み
〞
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
N
H
K
趣
味

の
園
芸
等
テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の

恵
泉
女
学
園
大
学
・
藤
田
智
教
授

が
『
知
っ
て
ビ
ッ
ク
リ
！
カ
ラ
ダ

に
お
い
し
い
野
菜
学
』
と
題
し
て

講
演
。
ま
た
、
公
開
講
座
『
横
手

一
受
け
た
い
授
業
〜
野
菜
編
〜
』

で
は
、
野
菜
の
不
思
議
な
生
育
な

ど
を
ク
イ
ズ
形
式
で
出
題
し
、
秘

め
た
魅
力
を
再
発
見
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
雪
の
下
に
ん
じ
ん

料
理
な
ど
の
試
食
も
行
わ
れ
、
参

加
者
は
、
横
手
の
食
の
豊
か
さ
を

再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
地
域
資

源
を
生
か
し
元
気
な
横
手
を
目
指

す
こ
と
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

２
０
１
５
『
食
と
農
』
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
横
手１_藤田教授の面白おかしい基調講演。和やかな雰囲気の中、地方野菜や夢のある農業について学ぶ参加者　２_ＪＡ秋

田ふるさとのエコライスなどを試食　３_横手一受けたい授業で楽しく回答する生徒役の皆さん　４_受賞された皆さん

☆受賞者紹介☆（敬称略）

【優良賞】
◎遠藤育子（隠れ家カフェ
　ＳＹＡＮＡ）
◎社会福祉法人相和会『相
　愛保育園』
◎十文字第二小学校
◎山内中学校
◎横手城南高等学校
◎横手に招き隊
【特別賞】
◎社会福祉法人ファミリー
　ケアサービス

３３ ２２
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４４
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阿気・南・福地小閉校式典

全校児童による合唱(上)､奥山校長から
髙橋市長へ校旗を返納(下)

阿気小学校（大雄）阿気小学校（大雄）はぐくまれた『こころ』を継承はぐくまれた『こころ』を継承
　

今
年
度
を
も
っ
て
学
び
舎
と
し
て
の
１
４
０
年
の

歴
史
に
幕
を
下
ろ
す
阿
気
小
学
校
で
、
２
月
21
日
に

閉
校
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
式
辞
と
し
て
髙
橋
市
長
が
、
周
囲
の
豊

か
な
自
然
と
、
地
域
の
方
々
の
愛
情
が
基
盤
と
な
っ

て
積
み
重
ね
て
き
た
同
校
の
歴
史
に
触
れ
、
同
校
が

地
域
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
に
つ
い

て
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
奥
山
澄
子
校
長
が
「
阿
気
小
学
校
に
関

わ
っ
た
先
人
た
ち
の
思
い
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、

田
根
森
小
学
校
の
仲
間
と
と
も
に
心
を
育
て
合
い
な

が
ら
、
横
手
市
に
誇
れ
る
大
雄
小
学
校
を
作
り
あ
げ

て
ほ
し
い
」
と
児
童
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

全
校
児
童
に
よ
る
思
い
出
の
こ
と
ば
で
は
、
「
た

く
さ
ん
の
思
い
出
を
胸
に
、
阿
気
っ
子
は
こ
れ
か
ら

も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」
と
声
を
合
わ
せ
た
後
、
出

席
者
と
と
も
に
校
歌
を
斉
唱
し
ま
し
た
。

　

式
典
の
最
後
に
は
校
旗
返
納
が
行
わ
れ
、
児
童
や

出
席
し
た
関
係
者
な
ど
約
３
２
０
人
は
、
閉
校
を
惜

し
み
な
が
ら
も
、
同
校
の
伝
統
を
新
た
な
大
雄
小
学

校
へ
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

式典の様子(上･右)、平成21年度卒業の播磨
若菜さん題字の閉校記念誌(左)

南小学校（雄物川）南小学校（雄物川）ひとみをあげて 夢を広げようひとみをあげて 夢を広げよう
　

児
童
や
保
護
者
、
地
域
住
民
ら
多
数
が
参
列
し
、

こ
の
春
、
雄
物
川
小
学
校
と
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト

す
る
南
小
学
校
の
閉
校
式
が
、
２
月
22
日
に
同
校
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
髙
橋
市
長
が
、
地
域
に
見
守
ら
れ
な

が
ら
積
み
重
ね
て
き
た
歴
史
を
紹
介
。
「
雄
物
川
北

小
、
福
地
小
と
統
合
し
、
新
し
い
歴
史
を
作
っ
て
い

く
。
地
域
に
根
ざ
し
た
魅
力
あ
ふ
れ
る
学
校
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
草
薙
亨
校
長
が
、
「
夢
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

未
来
へ
の
道
し
る
べ
を
作
る
努
力
を
続
け
て
き
た
。

南
小
学
校
の
前
身
で
あ
る
里
見
・
雄
南
小
学
校
の
閉

校
記
念
誌
を
ひ
も
解
く
と
、
地
域
に
愛
情
を
持
っ
て

育
て
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
良
く
わ
か
る
。
地
域
の
愛

情
が
、
雄
物
川
小
学
校
に
確
か
に
受
け
継
が
れ
て
い

く
と
信
じ
る
」
と
あ
い
さ
つ
。
全
校
児
童
に
よ
る
別

れ
の
言
葉
が
発
表
さ
れ
、
式
典
の
最
後
に
髙
橋
市
長

に
校
旗
が
返
納
さ
れ
ま
し
た
。
６
年
の
井
上
凜
紗
さ

ん
は
「
新
し
い
小
学
校
で
も
、
南
小
の
よ
う
に
み
ん

な
で
仲
良
く
し
て
ほ
し
い
で
す
。
中
学
校
で
は
勉
強

と
部
活
を
頑
張
り
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

福地小学校（雄物川）福地小学校（雄物川）人のためには 涙もて人のためには 涙もて
　

大
沢
小
学
校
と
の
統
合
を
経
て
、
１
４
０
年
に
わ

た
り
地
域
の
住
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た
福
地
小
学
校

の
閉
校
式
が
、
２
月
28
日
に
同
校
で
行
わ
れ
、
児
童

や
保
護
者
、
地
域
住
民
ら
参
列
者
が
名
残
り
を
惜
し

み
ま
し
た
。

　

式
典
の
始
め
に
髙
橋
市
長
が
、
「
地
域
の
シ
ン
ボ

ル
が
な
く
な
る
こ
と
は
寂
し
い
こ
と
だ
が
、
新
し
い

小
学
校
で
、
新
し
い
時
代
を
切
り
開
き
、
地
域
に
根

差
し
た
魅
力
あ
る
学
校
と
し
て
発
展
さ
せ
る
こ
と
を

誓
う
」
と
式
辞
を
述
べ
、
引
き
続
き
あ
い
さ
つ
に
立

っ
た
木
村
哲
弥
校
長
は
、
「
己
の
た
め
に
汗
な
が
し

人
の
た
め
に
は
涙
も
て
、
と
い
う
誇
り
高
き
校
歌
を

歌
い
継
ぐ
こ
と
で
、
福
地
小
学
校
は
み
ん
な
の
心
に

い
つ
ま
で
も
あ
り
続
け
る
」
と
語
り
か
け
ま
し
た
。

　

式
典
は
「
あ
り
が
と
う
福
地
小
学
校
」
と
全
校
児

童
に
よ
る
記
念
の
呼
び
か
け
、
校
歌
斉
唱
に
続
き
、

髙
橋
市
長
に
校
旗
が
返
納
さ
れ
ま
し
た
。
６
年
の
阿

部
聖
凪
さ
ん
は
「
ず
っ
と
あ
い
さ
つ
を
頑
張
っ
て
き

た
の
で
、
新
し
い
小
学
校
で
も
あ
い
さ
つ
で
明
る
く

し
て
ほ
し
い
。
中
学
校
で
は
吹
奏
楽
部
で
チ
ュ
ー
バ

を
頑
張
り
た
い
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。記念の呼びかけ(上)、児童を代表して

記念品を受け取る佐野翔大さん(下)

み
な
ぎ

り
さ

市政の窓  行政報告  行政報告

　市は、10月で合併して10年目を迎えます。新たなま
ちづくりの推進や、さらなる行政サービスの向上を目
指して、４月１日から行政組織の一部を再編します。
◎『まちづくり推進部』を新設
　各地域局を調整しながら、地域づくり活動を支援し
　て、市全体の一体的な振興を目指します。
◎生涯学習事業とスポーツ事業を市長部局へ
　スポーツや文化芸術、生涯学習を推進し、地域の活
　力を高め、地域づくりと協働したまちづくりに結び
　つけるため、まちづくり推進部の業務とします｡
◎『農林部 農業ブランド創造課』を新設
　農業分野のマーケットを意識したブランド戦略、６
　次産業化や食育を推進します。
◎『商工観光部 横手の魅力営業課』を新設
　横手の魅力を発見・創造し、横手産品の販売力強化
　や販路開拓に向けた取り組みを行います。

～行政サービスの向上を目指して～　市の行政組織を再編します～行政サービスの向上を目指して～　市の行政組織を再編します４/１
から
４/１
から

◆市長部局

◆教育委員会部局
教育総務課、文化財保護課、図書館課（雄物川図書館）
教育指導課、学校教育課、学校給食課

※会計課、議会事務局、選挙管理委員会事務局、監査委員事務局、農業委員会事務局の組織再編および、庁舎移動
　はありません。また、各地域局では今までどおりの行政サービスを行います。

総務部

総合政策部

まちづくり推進部

市民生活部

健康福祉部

農林部

商工観光部

建設部

上下水道部

教育総務部
教育指導部

総務課、秘書広報課、人事課、危機管理課※、契約検査課※

経営企画課、財政課、情報政策課※、財産経営課※

地域づくり支援課、生涯学習課、スポーツ振興課（横手就業改善センター）､
歴史まちづくり課（増田庁舎）

（横手地域局）　横手地域課

（増田地域局）　増田地域課、増田市民サービス課

（平鹿地域局）　平鹿地域課、平鹿市民サービス課

（雄物川地域局）雄物川地域課、雄物川市民サービス課

（大森地域局）　大森地域課、大森市民サービス課

（十文字地域局）十文字地域課、十文字市民サービス課

（山内地域局）　山内地域課、山内市民サービス課

（大雄地域局）　大雄地域課、大雄市民サービス課

税務課、収納課、市民課、国保年金課、生活環境課

社会福祉課、子育て支援課、高齢ふれあい課、地域包括支援センター、
健康推進課（横手保健センター）

農業振興課、農林整備課、農業ブランド創造課

商工労働課、企業誘致室、観光おもてなし課（よこてイースト）、
横手の魅力営業課（よこてイースト）

建設課、都市計画課、建築住宅課

経営管理課、水道課、下水道課

本庁舎
※危機管理課、契約
検査課､情報政策課､
財産経営課は条里北
庁舎

条里南庁舎

増田庁舎

平鹿庁舎

雄物川庁舎

大森庁舎

十文字庁舎

山内庁舎

大雄庁舎

本庁舎

平鹿地域振興局

水道庁舎

条里南庁舎

【部の変更】
①総務部…行政組織全体の管理部門として設置
②総合政策部…市全体の総合的な政策部門として設置
③まちづくり推進部…市民と地域の力を活かしたまち
　づくり部門として設置
【課等の変更】
①地域局の地域振興課と産業建設課を地域課に統合　
　市民福祉課を市民サービス課に変更
②財務部管財課の名称を総合政策部財産経営課に変更
③総務企画部伝建推進室の名称をまちづくり推進部歴
　史まちづくり課に変更
④市民生活部くらしの相談課を生活環境課に統合
⑤農林部農業政策課と農業振興課を農業振興課に統合
⑥建設部建設監理課と道路河川課を建設課に統合
⑦商工観光部観光物産課の名称を商工観光部観光おも
　てなし課に変更
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市政の窓行政報告 市政の窓  行政報告

教育モニターツアーを実施

ＪＡＬと連携、視察受け入れ
　

秋
田
県
は
、
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
で
常
に
上
位
の
成
績
を
上
げ

て
お
り
、
市
内
に
も
多
く
の
教
育
関

係
者
が
視
察
に
訪
れ
て
い
ま
す
。
市

で
は
視
察
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応

え
、
よ
り
充
実
し
た
視

察
を
し
て
も
ら
う
た
め

に
、
学
校
施
設
や
教
育

文
化
施
設
見
学
、
移
動

や
宿
泊
の
紹
介
を
盛
り

込
ん
だ
『
教
育
視
察
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
を
作

成
し
、
４
月
か
ら
日
本

航
空
（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）
の
各

支
店
を
通
じ
て
Ｐ
Ｒ
し

ま
す
。

　

受
け
入
れ
は
６
月
か
ら
で
す
が
、

２
月
19
日
か
ら
20
日
に
か
け
て
、
モ

ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
。
ツ
ア
ー
に

は
、
東
京
都
足
立
区
の
教
育
委
員
会

と
福
島
県
喜
多
方
市
立
第
二
小
学
校

か
ら
５
人
が
参
加
し
、
朝

倉
小
学
校
や
横
手
南
中
学

校
の
授
業
を
視
察
し
た
ほ

か
、
秋
田
ふ
る
さ
と
村
や

増
田
町
の
内
蔵
を
見
学
し

ま
し
た
。

　

今
後
、
横
手
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
協
会
が
窓
口
に
な

り
、
県
外
の
教
育
関
係
者

の
視
察
の
受
け
入
れ
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

■投票日時
　４月12日（日）　午前７時～午後７時
　※一部、午後６時までの投票所があります。
■投票できる方
　年齢　平成７年４月13日以前に生まれた方
　住所　平成27年１月２日以前から横手市に居住し、
　　　　住民基本台帳に登録されている方　
■期日前投票
　投票日当日に都合が悪く投票所に行くことができな
　い方は、期日前投票を行ってください。
　期間　４月４日（土）～11日(土)
　場所　お住まいの地域に限らず、どこの期日前投票
　　　　所でも投票できます。

■投票所入場券
　入場券に記載されている投票所を確認してくださ
　い。入場券は、本人確認をスムーズに行うことが
　できますので、投票の際にご持参ください。なお
　入場券がなくても、横手市の選挙人名簿に登録さ
　れている方であれば、投票することができます。
■選挙公報
　４月10日までに市政協力員を通じて各世帯に配布
　されます。届かない場合は、各地域局地域振興課
　または選挙管理委員会までお問い合わせください｡
■不在者投票
　指定病院や指定老人ホーム等に入院や入所されて
　いる方は、不在者投票ができますので、病院や施
　設の職員にご確認ください。
■郵便投票
　郵便投票証明書をお持ちの方は、４月８日まで投
　票用紙を請求することで自宅から郵送で投票でき
　ます。郵便投票の詳しい内容については、選挙管
　理委員会までお問い合わせください。
■問合せ
　市選挙管理委員会（市役所本庁舎内）☎35-2161

４月12日(日)は 秋田県議会議員一般選挙の投票日です

秋田県議会議員一般選挙秋田県議会議員一般選挙
～選びます　秋田の未来　担う人～

ＨＰページ番号/000019690ＨＰページ番号/000019690４/12４/12
（日）（日）

期日前投票所
市役所本庁舎、増田・平鹿・雄
物川・山内・大雄の各地域局、
大森就業改善センター、十文字
Ｂ＆Ｇ海洋センター

イオンスーパーセンター横手南
店２階   特設会場

投票時間

午前８時30分～
午後８時

午前10時～
午後８時

第25回横手市増田地域農業活性化講演会

農業の将来性に期待
　

第
25
回
増
田
地
域
農
業
活
性
化
講

演
会
が
２
月
18
日
、
増
田
ふ
れ
あ
い

プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
始
め

に
劇
団
わ
ら
び
座
が
、
太
鼓
を
交
え

て
の
歌
や
踊
り
な
ど
を
披
露
。
続
い

て
増
田
高
校
農
業
科
学
科
３
年
の
生

徒
が
、
甘
酒
豆
乳
ア
イ
ス
の
製
品
化

へ
の
取
り
組
み
を
発
表
し
た
ほ
か
、

同
学
科
２
年
の
藤
原
晴
香
さ
ん
は
、

『
私
は
山
ガ
ー
ル
』
と
題
し
て
林
業

再
生
の
可
能
性
を
提
案
し
ま
し
た
。

   

ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
農
家
の
こ
せ

が
れ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
理
事
の
宮

治
勇
輔
氏
が
『
一
次
産
業
を
、
「
か

っ
こ
よ
く
て
」
「
感
動
が
あ
っ
て
」

「
稼
げ
る
」
３
Ｋ
産
業
に
。
』
と
題

し
て
講
演
。
「
規
模
が
小
さ
く
て
も

販
路
を
生
か
し
た
農
産
物
の
提
供
は

可
能
。
魅
力
あ
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を

作
っ
て
ほ
し
い
」
と
地
域
農
業
の
発

展
の
可
能
性
を
伝
え
ま
し
た
。

　

同
時
開
催
さ
れ
た
亀
田
婦
人
会
の

寒
天
と
巻
き
寿
司
の
試
食
会
に
も
多

く
の
来
場
者
が
訪
れ
、
彩
り
鮮
や
か

な
伝
統
食
を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。農業の魅力を示した宮治氏

朝倉小の授業を熱心に視察朝倉小の授業を熱心に視察

増田地域局に電気自動車急速充電器を設置

市内公共施設での運用は初
　

増
田
地
域
局
の
正
面
玄
関
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
内
に
電
気
自
動
車
急
速
充
電

器
が
設
置
さ
れ
、
１
月
10
日
か
ら
運

用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

『
次
世
代
自
動
車
充
電
イ
ン
フ
ラ

整
備
促
進
事
業
』
を
活
用
し
て
設
置

し
た
も
の
で
、
市
内
の
公
共
施
設
で

の
運
用
は
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

　

E
V
自
動
車
・
P
H
E
V
自
動
車

を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
や
、
購
入
を

予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
な
お
、
P
H
V
車
（
プ

ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
）
に
は

対
応
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
利
用
の
際
に
は
事
前
に
サ

ー
ビ
ス
会
社
へ
の
登
録
が
必
要
で
す
。

登
録
方
法
や
利
用
料
金
な
ど
、
そ
の

他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ペ
ー
ジ
番
号
／
０
０
０
０
１
９
５
７
９

　

増田地域局前の看板（円内）と設置された
電気自動車急速充電器

横手市地域支えあいネットワーク市民集会

連携して住みよい地域へ
　

高
齢
者
の
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り

を
目
指
す
『
地
域
支
え
あ
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
市
民
集
会
』
が
、
２
月
28
日
、

浅
舞
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

始
め
に
、『
知
ろ
う
・
防
ご
う
高
齢

者
虐
待
!!
』
と
題
し
て
、
認
知
症
介

護
研
究
・
研
修
仙
台
セ
ン
タ
ー
の
矢

吹
知
之
氏
が
講
演
。
介
護
を
取
り
巻

く
環
境
や
課
題
を
紹
介
し
て
、
信
頼

関
係
の
構
築
や
地
域
内
で
の
交
流
の

重
要
性
な
ど
を
示
し
ま
し
た
。

　

後
半
は
、『
高
齢
者
を
見
守
り
、
共

に
生
き
る
地
域
づ
く
り
』
を
テ
ー
マ

に
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら

「
困
っ
て
い
る
が
相
談
で
き
な
い
状

況
に
あ
る
方
に
対
し
て
も
、
地
域
内

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
支
援
で
き
る
地

域
づ
く
り
が
大
切
」
と
の
意
見
が
出

さ
れ
る
な
ど
、
参
加
者
は
、
地
域
の

中
で
自
分
の
役
割
を
再
確
認
し
、
関

係
機
関
な
ど
と
連
携
し
て
い
く
こ
と

の
大
切
さ
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。パネルディスカッションの様子と講

師･進行役を務めた矢吹氏(円内)

産業振興アドバイザー･佐藤登氏講演会

日本の強みを生かすために
　

昨
年
９
月
か
ら
２
年
間
の
任
期
で

市
の
産
業
振
興
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務

め
る
佐
藤
登
氏
の
講
演
会
が
、
２
月

20
日
に
横
手
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル
で

行
わ
れ
、
企
業
関
係
者
ら
約
60
人
が

熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

佐
藤
氏
は
十
文
字
町
出
身
で
、
ホ

ン
ダ
か
ら
韓
国
サ
ム
ス
ン
S
D
I
の

常
務
に
転
身
し
、
国
内
外
の
グ
ロ
ー

バ
ル
企
業
で
経
験
を
積
み
、
現
在
は

名
古
屋
大
学
客
員
教
授
、
秋
田
県
教

育
視
学
監
な
ど
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

講
演
は
『
自
動
車
産
業
の
現
状
と

今
後
の
展
望
』
と
題
し
て
、
車
の
電

動
化
（
電
気
自
動
車
・
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
車
な
ど
）
の
流
れ
と
、
い
ち
早
く

対
応
し
て
き
た
日
本
が
世
界
を
リ
ー

ド
し
て
い
る
現
状
な
ど
を
分
析
し
、

素
材
・
装
置
産
業
と
中
小
企
業
の
独

自
性
な
ど
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

が
広
が
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。
佐
藤

氏
は
市
内
の
企
業
な
ど
の
訪
問
を
昨

秋
か
ら
行
い
、
経
営
戦
略
な
ど
の
助

言
を
し
て
い
ま
す
。

環境規制により、自動車メーカー
の製品戦略が変わると話す佐藤氏

地域づくり協議会委員全体研修会

地域の力を高めよう
　

３
月
１
日
、
浅
舞
公
民
館
で
横
手

市
地
域
づ
く
り
協
議
会
委
員
全
体
研

修
会
が
行
わ
れ
、
約
80
人
の
委
員
ら

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
髙
橋
市
長
が
、
「
委
員
の

皆
さ
ん
を
中
心
に
、
各
地
域
で
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
も
元
気
な
地
域
づ
く
り
に
ご

尽
力
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。
次
に
、
い
わ
て
地
域
づ

く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
の
若
菜
千
穂
氏

が
『
地
域
づ
く
り
は
仲
間
づ
く
り
』

と
題
し
て
講
演
。
「
地
域
力
を
高
め

る
た
め
出
来
る
こ
と
を
少
し
ず
つ
、

み
ん
な
に
参
加
し
て
も
ら
い
な
が
ら

実
践
し
続
け
る
こ
と
が
大
切
」
と
、

自
身
の
経
験
談
を
交
え
な
が
ら
会
場

に
語
り
か
け
ま
し
た
。
続
い
て
、
８

つ
の
地
域
づ
く
り
協
議
会
か
ら
各
地

域
の
特
色
あ
る
事
業
が
発
表
さ
れ
、

そ
の
後
の
交
流
会
で
も
活
発
に
意
見

が
交
換
さ
れ
ま
し
た
。

「誰かが楽しんでいれば、誰かが寄って
くる」と地域づくりのコツを話す若菜氏
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休日窓口
　

年
度
末
・
年
度
初
め
は
、
住
所

変
更
な
ど
の
手
続
き
が
増
え
、
窓

口
が
混
雑
し
ま
す
。
住
民
異
動
届

（
転
入
・
転
出
・
転
居
な
ど
）の
受

付
や
関
連
す
る
届
出
が
で
き
る
休

日
臨
時
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

◆
開
設
日
時
／
３
月
21
日（
土
）、

　

３
月
28
日（
土
）、４
月
４
日（
土
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

　

分
◆
開
設
場
所
／
市
役
所
本
庁
舎（
か

　

ま
く
ら
館
と
な
り
）
１
階
市
民

　

課
・
国
保
年
金
課
・
福
祉
総
合

　

の
各
窓
口
。
本
庁
舎
以
外
の
窓

　

口
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

◆
取
扱
業
務
／

○
転
入
・
転
出
・
転
居
な
ど
の
住

　

民
異
動
届
の
受
付

○
印
鑑
登
録
の
受
付

○
住
民
票
の
写
し
、
戸
籍
謄
本
・

　

抄
本
、
印
鑑
証
明
書
の
交
付

○
住
民
税
課
税
証
明
、
固
定
資
産

　

税
評
価
証
明
、
納
税
証
明
書
の

　

交
付

○
住
基
カ
ー
ド
の
申
請
・
交
付（
交

　

付
は
本
庁
舎
の
窓
口
で
申
請
し

　

た
も
の
に
限
る
）

○
国
民
年
金
関
係
手
続
き
の
受
付

○
国
保
資
格
取
得
・
喪
失
等
手
続

　

き
の
受
付

○
福
祉
医
療
費
・
後
期
高
齢
者
医

　

療
に
関
す
る
受
付

○
児
童
手
当
に
関
す
る
手
続
き

※
関
係
機
関
へ
の
問
い
合
わ
せ
が

　

生
じ
た
場
合
や
、
必
要
な
資
料

　

が
整
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
再

　

度
、
平
日
に
来
庁
し
て
い
た
だ

　

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
出
生
・
婚
姻
・
死
亡
な
ど
の
届

　

出
は
、日
直
が
取
り
扱
い
ま
す
。

◆
取
り
扱
い
で
き
な
い
業
務

　

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
電
子

証
明
書
発
行
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申

請
・
交
付
、
障
が
い
・
児
童
扶
養

手
当
等
福
祉
関
係
の
手
続
き
な
ど

は
、
関
係
機
関
が
休
業
し
て
い
る

た
め
取
り
扱
い
で
き
ま
せ
ん
。　

【
問
合
せ
】

　

市
市
民
生
活
部
市
民
課
（
市
役

　

所
本
庁
舎
内
）　　
　
　
　

　

☎
３
５
‐
２
１
７
６

　

市
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
市

　

役
所
本
庁
舎
内
）　

　

☎
３
５
‐
２
１
８
６

　

市
健
康
福
祉
部
子
育
て
支
援
課

　
（
市
役
所
本
庁
舎
内
）

　

☎
３
５
‐
２
１
３
３

転
入
・
転
出
の
手
続
き
が
で
き
る
休
日
臨
時
窓
口
を
開
設
し
ま
す
！

ＨＰページ番号／000013453 広　報
　

市
の
広
報
活
動
に
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
声
を
取
り
入
れ
る
た
め
、

平
成
27
年
度
の
広
報
モ
ニ
タ
ー
を

若
干
名
、
募
集
し
ま
す
。

◆
モ
ニ
タ
ー
の
業
務
／
市
報
や
市

　

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
、

　

年
４
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
。
市
報

　

や
広
聴
活
動
に
対
す
る
感
想
な

　

ど
を
年
２
回
以
上
提
出
。

◆
募
集
対
象
／
満
18
歳
以
上
の
市

　

民
の
方
（
高
校
生
を
除
く
）

◆
応
募
期
限
／
４
月
３
日（
金
）必

　

着
◆
応
募
方
法
／
氏
名
、
年
齢
、
性

　

別
、
住
所
、
電
話
番
号
と
応
募

　

動
機
（
４
０
０
字
程
度
）
を
記

　

入
し
、
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ク

　

ス
な
ど
の
方
法
で
ご
応
募
く
だ

　

さ
い
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

　

応
募
フ
ォ
ー
ム
か
ら
も
ご
応
募

　

で
き
ま
す
。

※
書
類
選
考
し
、
結
果
は
４
月
下

　

旬
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
応
募
先
】

　

〒
０
１
３
‐
８
６
０
１

　

横
手
市
中
央
町
８
番
２
号

　

横
手
市
総
務
企
画
部
秘
書
広
報

　

課
（
市
役
所
本
庁
舎
内
）

　

☎
３
５
‐
２
１
６
２

　
　

３
３
‐
６
０
６
１

広
報
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

ＨＰページ番号／000002865

 市役所からのお知らせ 市政情報便

　

芸
術
文
化
へ
の
意
識
高
揚
と
啓

発
の
た
め
に
、
横
手
市
民
会
館
等

を
会
場
に
自
主
文
化
事
業
の
企
画

運
営
を
行
う
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

   

コ
ン
サ
ー
ト
や
芝
居
な
ど
に
興

味
の
あ
る
方
は
、
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

◆
募
集
人
員
／
５
人
程
度

◆
内
容
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ＨＰページ番号／000010308 文化事業
　国保年金課からのお知らせ

国民健康保険、国民年金等の手続きについて
　国保年金課からのお知らせ

国民健康保険、国民年金等の手続きについて

■健康保険の手続きはお早めに！　　　　　　　
　　　　　　　　　       ＨＰページ番号／000001279
   入学・進学や就職・転職などで健康保険が変更にな
る場合は手続きが必要です。変更（異動）日から14日
以内に国保年金課（市役所本庁舎）または各地域局国
保担当窓口で手続きしてください。
◎社会保険等に加入した方へ
　社会保険等加入後に横手市の国民健康保険証を使用
した場合、市が病院等へ支払った医療費（医療費総額
の７～９割）を返納していただくことになります。社
会保険等に加入したときは、国民健康保険の喪失手続
きをし、健康保険証を返還してください。

＊印鑑は世帯主の方のシャチハタ印等スタンプ式でな
　いものを持参してください。
※健康保険の加入は、届出が遅れた場合でも異動のあ
　った日までさかのぼります。退職等で職場の健康保
　険を脱退する場合は、任意継続保険の制度もありま
　すので退職前にご確認ください。

■ひとり親家庭の方へ～『マル福』について～
　　　　　　　　　　 　ＨＰページ番号／000001304
　市では、ひとり親家庭の児童（18歳に達した日以降
の最初の３月31日までの方）とその保護者の方へ医療
費の助成をしています（通称『マル福』）。助成を受け
るには、申請が必要です。所得制限があり、更新手続
きは毎年必要ですので、ご注意ください。
　また、所得制限により助成を受けられなかった方で
所得や控除が変わった方は、助成を受けられる場合が
ありますのでお問い合わせください。
＊福祉医療は、毎年７月に更新手続きをお願いしてい
　ます。すでに更新手続きを済ませている方は、７月
　まで更新手続きの必要はありません。

届出が必要なとき

国保から社保に加入

社保から国保に加入

国保の方が他の市町村
へ転出

国保の学生の方が修学
のため転出

届出に必要なもの
国保の保険証、社保の保険証
または資格取得証明書、印鑑

社保の資格喪失証明書、印鑑

国保の保険証、印鑑

国保の保険証、在学証明書、
印鑑

■平成27年度も国民年金の学生納付特例を受ける    
   場合の手続き　　　  ＨＰページ番号／000007696
　所得が少なく保険料を納めることが困難な学生の方
は、申請により保険料の納付が猶予される学生納付特
例制度が利用できます。平成26年度に学生納付特例を
受けていた方で、平成27年度も引き続き在学予定の方
は、３月下旬に基礎年金番号等が印字されたハガキ形
式の学生納付特例申請書が日本年金機構より送付され
ます。同一の学校に在学されている方は、このハガキ
に必要事項を記入し返送することにより、平成27年度
の学生納付特例の申請ができます（学生証の写し等は
不要）。
　なお、27年度は納付特例を利用せず、保険料の納付
を希望される場合は、お手数ですが年金事務所へご連
絡ください。

■会社を退職したときの年金の手続き
                   ＨＰページ番号／000001277､000007696
　厚生年金や共済年金に加入していた方で、60歳未満
で退職（失業）した方、または退職した方に扶養され
ていた配偶者で60歳未満の方は、国民年金加入の届出
が必要です。
◆届出方法
　年金手帳、印鑑、退職した日付のわかるもの（社会
保険喪失証明書等）、保険料の口座振替を希望される場
合は預金通帳と預金通帳届出印を持参し、届け出てく
ださい。
◎保険料の免除・猶予
　所得が少ないなどの理由により国民年金保険料を納
めることが困難な場合、申請により納付を免除、また
は猶予する制度があります。保険料を未納にすると、
将来年金を受給できなくなることがありますので、未
納のままにせず、免除・猶予制度をご利用ください。
◆申請方法
　年金手帳と印鑑を持参して申請してください。
◎退職時の特例免除制度
　退職（失業）した方は特例が受けられ、免除が受け
やすくなります。配偶者、世帯主が退職した場合にも
対象となりますので、免除を申請する際に、退職した

方の雇用保険受給資格
者証か離職票を持参し
てください。

『
横
手
市
自
主
文
化
事
業
委
員
会
』
委
員
募
集

教育委員会短信
　問合せ 教育総務課 　 32-2402　問合せ 教育総務課 　 32-2402

2月

ＨＰページ番号000014583ＨＰページ番号000014583

■2月定例教育委員会の審議内容（2月16日）

◎平成27年度横手市一般会計予算に関する意見の申出
　　平成27年度の横手市一般会計予算（教育委員会に
　関する事項）について
◎平成27年度教育行政方針について
　　平成27年度の横手市教育行政方針について議決
◎横手市社会体育施設設置条例の一部を改正する条例
　に関する意見の申出
　　増田テニスコート、雄物川スキー場を廃止するた
　め、現行条例の一部を改正するもの
◎横手市教育センター設置条例を廃止する条例に関す
　る意見の申出について
  　 教育センターを廃止するため、現行条例を廃止す
　るもの
　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか５件を審議

【問合せ・申請先】市市民生活部国保年金課（市役所本庁舎内）☎35-2186 
　　　　　　　　　または、各地域局市民福祉課
【年金の問合せ】大曲年金事務所☎0187-63-2296
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　３月２日、平鹿町出身の田中芳雄氏が代表取締役を
務める㈲東洋メンテナンス(東京都江戸川区)が、教育
関係に役立ててほしいとして、1,000万円を市に寄付し
ました。今回で４度目となった寄付について「自身が
生まれ育った場所を支援したい」と話す田中氏へ、髙
橋市長はあらためてお礼の言葉を述べました。

教育関係に役立てて

　毎年恒例の『卒園記念お茶会』が２月27日、たいゆ
う保育園の茶室で行われました。丁寧な所作で菓子と
抹茶を味わった年長児36人は、最後まで気を抜かずに
「結構なお点前でした」とお礼を言い、今春の小学校
入学に向けて、あいさつや行儀などが身についている
様子がうかがえました。

伝統文化から行儀を学ぶ （大雄）

雪を生かして地域活性へ
■スポーツYUKIYOSE世界大会ｉｎよこて
　スコップやスノーダンプを駆使して雪寄せの腕前を競
う『スポーツYUKIYOSE世界大会 inよこて』が２月22
日、雄物川中央公園で開催されました。
　会場内に積み上がった雪を、幅2.5㍍、深さ約70㌢の範
囲で掘り進めながら、制限時間内に約12㍍先のゴールを
目指すもので、21チーム約100人が出場しました｡
　当日は快晴で気温が上昇し、各チームが湿り気の多い
雪の重さに苦戦する中、『OKB 10th Anniversary』チー
ムが、57分30秒の記録で優勝を飾りました。

高齢者安全・安心アドバイザーの寸劇（左）、表彰状を受け取る支部長（右）

■交通死亡事故ゼロ1,000日達成（山内）

地域ぐるみで交通安全

　２月22日、山内地域で交通死亡事故ゼロの継続記録が
1,000日を達成しました。これを記念して、２月25日に山
内公民館で表彰式が行われ、市長と横手警察署長からの
表彰状が山内地域に贈られました。
　代表で受領した交通安全協会山内支部の中村支部長は
「住民の交通安全意識の高さと、地域一丸となって取り
組んだ賜物です。継続して1,500日を目指します」とあい
さつ。式では、交通安全啓発の寸劇なども行われ、参加
者は今後も協力して記録更新していくことを誓いました。

　市では、首都圏から横手への移住希望者の橋渡しとな
る『移住コンシェルジュ』を委嘱しています。コンシェル
ジュの首藤郷さん（㈱こめたび代表）が毎年企画している
雪かきツアーが２月28日から１泊２日で行われました。
　今年の首都圏からの参加者は５人で、ツアー初日は、
県内の若手農家や、地元の方など約40人が山内の筏地域
に集まり、雪かきや地産地消の食事を通して交流を図り
ました。首藤さんは「横手に興味を持つ入り口となるよ
うな活動を今後も続けていきたい」と話してくれました。 「楽しい、リフレッシュできる」と夢中で雪かきをする首都圏からの参加者

冬の横手の魅力を体感
■雪かきツアー＆農家交流ｉｎ横手

（増田）

　２月22日、増田梵天
まつりが行われ、本梵
天５本と小若梵天8本
が参加しました。中七
日町通りに集まった男
衆が梵天を片手で持ち
上げたり、あごや額に
のせるなどの妙技を披
露すると、見物客から
は拍手や声援が送られ
ました。その後、梵天
の飾りや妙技を競うコ
ンクールを行い、三所
神社に五穀豊穣や地域
の安全を祈願して奉納
されました。

増田梵天の妙技を披露

　２月26日、朝日が丘地区にお住まいの中谷武司さん･
由美子さんご夫妻の人命救助に対して、消防本部から
消防協力者表彰として感謝状が贈られました。２月11
日、車庫の屋根からの落雪で生き埋めになった近隣の
2人を救急隊の到着前に、ご夫妻でスコップなどを使
い、協力して救出した功績を称えたものです。

迅速な救助が命を救う

中谷さんご夫妻と伊藤消防長中谷さんご夫妻と伊藤消防長

イベント開催に向けて準備が進む

　６月13日、14日に開催されるまちおこしイベント『ＹＯ
ＫＯＴＥＩbelieve』のイベントロゴ『よこて人のまちづ
くり』の発表披露を兼ねた書道パフォーマンスが、２月21
日、増田ふれあいプラザで行われました。
　ロゴは、増田高校書道部員と顧問の長沢薫さんが作成｡
同部員が『横手市』と『市民総参加のまちづくりイベン
ト』をイメージした書道パフォーマンスで披露しました｡
イベントは市役所本庁舎周辺を主会場に行われ、伝統芸
能の披露やご当地グルメの出店が予定されています。

■ＹＯＫＯＴＥＩbelieve ロゴマーク完成

イベントロゴ（右上）と増田高校書道部の書道パフォーマンスの様子

汗を流しながら、手際よく雪を寄せていく参加者

地元に応援してもらえる力士になります

　化粧まわしに身を包み、晴れの土俵で蹲踞する吉田将太
さんは３月２日、平成高校卒業式に出席するため、相撲部
屋の名門時津風部屋から実家の十文字町に帰省しました。
　将太さんが相撲を始めたのは、父の勧めがあったから。
小学生の頃、わんぱく盛りの将太さんに、相撲の礼儀作法
などを学ばせたいとの思いがあったようです。相撲部のあ
る平鹿中学校・平成高校と相撲を続け、原徳兵衛監督の指
導の下で徐々に力を発揮するようになりました。角界入り
を決意した将太さんは昨年の新弟子検査に合格し、前相撲
を経て出世披露を行いました。初土俵は「めちゃくちゃ緊
張しました」と話しますが、序の口を５勝、初場所でも勝
ち越すなど、三段目も狙える番付に上がってきています。
原監督は「組んでも離れても相撲がとれる器用さがある。
体重を増やして、当たり負けしない体を作り、けがをしな
いように精進してほしい」と期待を込めます。
　将太さんは「けがをして半年間相撲を取れないときがあ
りました。その時、自分に足りないところも見えました。
普段の稽古を一生懸命に頑張り、けがに気を付けて勝ち越
しを続けていきたい。家族はもちろん、地元の人に応援し
てもらえるような力士になりたいです」と力強く話してく
れました。ガンバレ将豊竜！

両国国技館での大相撲９月場所で
行われた出世披露。両親が見守る
中、場内から大きな拍手を受ける
将太さん

しょうほうりゅう

そんきょ

吉田 将太さん
（将豊竜）
平成高校３年
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＋＋ ＋＋

      横手市
普通会計(※１)
　　  ＋
特別会計
公営企業会計

    一部事務組合・広域連合

秋田県市町村総合事務組合
秋田県市町村会館管理組合
秋田県後期高齢者医療広域連合

第三セクター
　　　　(※２)

※２ 連結した第三セクターは次の６法人です。
　　 ㈱増田町物産流通センター、㈱天下森振興公社、㈱山内観光振興公社、㈱ウッディ
　　 さんない、㈱大雄振興公社、㈱横手殖林社

※１ 普通会計とは、一般会計と障害者支援施設特別会計と土地区画整理事業特別会計
　　 を合算した会計をいいます。

連結財務諸表の範囲連結財務諸表の範囲

①連結貸借対照表①連結貸借対照表

②連結行政コスト計算書②連結行政コスト計算書

　連結貸借対照表は、決算日（平成26年３月31日）に市全体が所有する現金や債権、資産形成のために投資された  
資金などが、どのくらいあるかを示したもので『バランスシート』と呼ばれています。貸借対照表は、資産・負債・
純資産の３つの要素から構成されています。

【負債の部】

　　１．固定負債　　　　　　　 1,124億2,063万円

　　２．流動負債　　　　　　　　105億7,769万円

　　負債合計（Ｂ）　　　 　1,229億9,832万円

【純資産の部】

　　純資産合計（Ｃ）　　    1,843億2,889万円

負債・純資産合計　　　 3,073億2,721万円

貸　　方貸　　方借　　方借　　方

貸借対照表からわかること
　社会資本整備の結果を示す有形固定資産のうち、純
資産による整備割合を見ることによって、これまでの
世代が既に負担してきた割合を知ることができます。
また、負債による整備割合を見ることにより、将来世
代による負担の割合がわかります。
○これまでの世代の負担比率  69.1％ (Ｃ)÷(Ａ)
○将来の世代の負担比率　　  46.1％ (Ｂ)÷(Ａ)
※資産のうち有形固定資産に対するそれぞれの割合のため、両比率
　の合計は100％になりません。

横手市民１人あたりの
貸借対照表（バランスシート）
横手市民１人あたりの

貸借対照表（バランスシート）

資　産
318万円
資　産
318万円

負　債
127万円
負　債
127万円
純資産
191万円
純資産
191万円

人口96,665人で計算
（平成26年３月末日現在・住民基本台帳）

　連結行政コスト計算書は、市が提供する経常的な
行政サービスに要した費用と受益者負担である使用
料などの収入を表したものです。

経常収益（Ｂ）　　　　　　313億　697万円
行政サービスの利用で、市民の皆さんが直接負担する
施設使用料や手数料など
　市民１人あたり　　　　　　　　　  32万4千円

純経常行政コスト(Ａ)－(Ｂ) 557億1,120万円
　市民１人あたり　　　　　　　　　  57万6千円

性
質
別
内
訳

期首純資産残高（※１）　　　1,828億1,599万円
　  ○ 純経常行政コスト　　　 △557億1,120万円

　  ○ 財源の調達　　　　　　　 576億8,031万円
　      市税、地方交付税、国や県からの補助金など

　  ○ その他　　　　　　　　　 △4億5,621万円
　　    災害復旧費や公共資産除却損など　
　  当期変動合計　　 　　　　　  15億1,290万円

期末純資産残高（※２）　　　1,843億2,889万円

当
期
の
変
動
内
訳

④連結資金収支計算書④連結資金収支計算書

　連結純資産変動計算書は、市全体の純資産が１年
間にどのように変化したかを示すものです。

　連結資金収支計算書は、１年間の市全体の現金収
支が、どのような理由で増減しているかを、性質別
に区分して整理したものです。

※１ 期首：平成25年度当初現在高　　※２ 期末：平成25年度末現在高

③連結純資産変動計算書③連結純資産変動計算書

横手市の財務書類を公表します

生活基盤　
 道路､河川､住宅､下水
 道など
1,256億2,771万円

130万円
（47.1％）

福祉
 老人福祉施設など
84億1,843万円
8万7千円
（3.2％）

環境衛生
 ゴミ処理施設など
428億1,820万円
44万3千円
（16.1％）

産業振興
 農道など
242億9,747万円
25万1千円
（9.1％）

総務
 庁舎､通信施設など
143億8,340万円
14万9千円
（5.4％）

その他
 消防､収益事業など
26億614万円
2万7千円
（0.9％）

有形固定資産有形固定資産の目的別内訳
連結貸借対照表のうち

有形固定資産総額
2,666億5,307万円
市民１人あたり
275万9千円

有形固定資産総額
2,666億5,307万円
市民１人あたり
275万9千円

経常行政コストの目的別内訳

総 額
87O億1,817万円
市民１人あたり
90万円

生活基盤　　 
66億1,417万円
6万8千円
（7.6％）

教育　　　　  
46億9,923万円
4万9千円
（5.4％）

福祉　　　　  
474億7,766万円
49万1千円
（54.6％）

福祉　　　　  
474億7,766万円
49万1千円
（54.6％）

環境衛生　　  
115億3,337万円
11万9千円
（13.3％）

環境衛生　　  
115億3,337万円
11万9千円
（13.3％）

産業振興 　　  
69億4,918万円   
7万2千円
（8.0％）

総務　　  　　  
59億1,532万円   
6万1千円
（6.8％）

その他　  　　  
38億2,924万円   

4万円
（4.3％）

期首資金残高（※１）　　　　  210億2,875万円
　  ○ 経常的収支　　　　　　　  99億3,110万円
　  ○ 公共資産整備収支　　　  △22億3,496万円
　  ○ 投資・財務的収支　　　  △83億4,796万円
　  ○ 経費負担割合変更に伴う差額    △140万円
　  当期収支　 　　　　　　　　△6億5,322万円       
期末資金残高（※２）　　　　　　　 203億7,553万円

収
支
内
訳

 経常行政コスト（Ａ） 経常行政コスト（Ａ）　　   870億1,817万円
　市民１人あたり　　　　　　　　　　　90万円

　　○ 人にかかるコスト　　　　137億2,641万円
　　　　職員の給与・退職手当など

　　○ 物にかかるコスト　　　　240億1,086万円
　　　　施設の維持管理費や減価償却費など

　　○ 移転支出的なコスト　　　465億  525万円
　　　　児童手当や生活保護費などの社会保障給付費　
　　　　や各種団体への補助金など

　　○ その他のコスト　　　　　 27億7,565万円
　　　　地方債の利子など

　　１．公共資産　　　　　　　2,731億2,774万円
　　　　有形固定資産（Ａ）　　2,666億5,307万円
　　　　無形固定資産　　　　　　 54億4,623万円
　　　　売却可能資産　　　　　　 10億2,844万円
　　２．投資等　　　　　　　　　117億2,150万円
　　　　投資・出資・貸付金　　　 17億3,243万円
　　　　基金等　　　　　　　　　 89億4,485万円
　　　　長期延滞債権など　　　　 10億4,422万円
　　３．流動資産　　　　　　　　224億7,026万円
　　　　資金　　　　　　　　　　203億7,553万円
　　　　未収金など　　　　　　　 20億9,473万円
　　４．繰延勘定　　　　　　　　 　　　771万円
　　資産合計　　　　　　　3,073億2,721万円

【
資
産
の
部
】

上段：市の総額
中段：市民１人あたりの金額
下段：構成比

上段：市の総額
中段：市民１人あたり
　　　の金額
下段：構成比

横
手
市
の
財
務
書
類
を

　
　
　
　
公
表
し
ま
す

横
手
市
の
財
務
書
類
を

　
　
　
　
公
表
し
ま
す

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(

ペ
ー
ジ
番
号
０
０
０
０
０
２
６
９
４
）

で
財
務
書
類
の
詳
細
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

◆
問
合
せ　

市
財
務
部
財
政
課　

☎
３
５
‐
２
１
６
７

教育
 学校､公民館など
485億172万円
50万2千円
（18.2％）
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国
の
教
育
ロ
ー
ン
（
日
本
政

　
　

策
金
融
公
庫
）
の
ご
案
内

　

高
校
、
大
学
等
へ
の
入
学
時
・
在

学
中
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と
し
た

公
的
な
融
資
制
度
で
す
。
詳
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ『
国
の
教
育
ロ
ー
ン
』

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
融
資
額
／
お
子
さ
ま
一
人
あ
た
り

　

３
５
０
万
円
以
内

◆
金
利
／
年
２
・
２
５
％
以
内
固
定

　

金
利（
１
月
31
日
現
在
）※
母
子
家

　

庭
世
帯
等
は
１
・
８
５
％

◆
返
済
期
間
／
15
年
以
内
※
母
子
家

　

庭
世
帯
等
は
18
年
以
内

◆
問
合
せ
／
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ

　

ン
タ
ー
☎
０
５
７
０
‐
０
０
８
６

　

５
６
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）
ま
た
は

　

☎
０
３
‐
５
３
２
１
‐
８
６
５
６

　
　

　
　

平
成
27
年
度
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ

　
　

ン
テ
ィ
ア
春
募
集

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
で

は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
春
募

集
『
体
験
談
＆
説
明
会
』
を
開
催
し

ま
す
。
概
要
説
明
や
体
験
談
発
表
、

応
募
相
談
、
質
疑
応
答
な
ど
を
行
い

ま
す
。
参
加
無
料
、
予
約
不
要
で
、

入
退
場
自
由
で
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
４
月
19
日（
日
）午
前
10
時

　

〜
午
後
０
時
30
分

◆
場
所
／
秋
田
市
に
ぎ
わ
い
交
流
館

　

A
U

◆
問
合
せ
／
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
北

　

☎
０
２
２
‐
２
２
３
‐
４
７
７
２

　
　

　
　

屋
根
雪
対
策
実
証
実
験
・
結

　
　

果
報
告
会

　
『
横
手
市
の
新
し
い
屋
根
雪
対
策
を

考
え
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
』
が
、
今
年
の
冬
に

行
っ
た
実
証
実
験
の
結
果
を
報
告
し

ま
す
。
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で

す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
３
月
27
日（
金
）午
前
10
時

　

〜
11
時

◆
場
所
／
2Ｙ
ぷ
ら
ざ
３
階

◆
問
合
せ
／
市
建
設
部
建
築
住
宅
課

　

☎
３
５
‐
２
２
２
４

　
　

ゆ
っ
ぷ
る
〝
春
風
待
湯
〞

　
　

羽
山
る
み
子
歌
謡
シ
ョ
ー

　

岩
手
県
花
巻
市
出
身
の
演
歌
歌
手

『
羽
山
る
み
子
さ
ん
』
の
歌
謡
シ
ョ

ー
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
／
３
月
22
日（
日
）午
後
１
時

　

30
分
〜

◆
場
所
／
ゆ
っ
ぷ
る
大
広
間

◆
料
金
／
入
館
料
の
み
（
３
時
間
ま

　

で
大
人
４
０
０
円
、
３
時
間
以
上

　

６
０
０
円
※
入
浴
料
含
む
）

◆
場
所
・
問
合
せ
／
ゆ
っ
ぷ
る

　

☎
２
５
‐
３
８
０
１

　
　

求
職
者
支
援
訓
練
『
Ｉ
Ｔ
ビ

　
　

ジ
ネ
ス
基
礎
科
』
募
集

　

求
職
者
向
け
と
し
て
３
カ
月
間
、

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
や
ワ
ー
プ
ロ
、
表

計
算
ソ
フ
ト
の
操
作
等
を
学
び
ま
す
。

◆
日
時
／
４
月
30
日（
木
）〜
７
月
29

　

日（
水
）午
前
９
時
〜
午
後
３
時
50

　

分
※
土
日
・
祝
日
は
休
み

◆
場
所
／
㈱
し
す
て
む
工
房

◆
受
講
料
／
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

◆
対
象
者
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職

　

申
し
込
み
を
し
て
い
る
方
で
、
職

　

業
訓
練
そ
の
他
の
支
援
の
必
要
性

　

を
認
め
ら
れ
る
方

◆
定
員
／
15
人
※
４
月
10
日（
金
）午

　

後
１
時
か
ら
面
接
等
で
選
考

◆
申
込
期
限
／
４
月
６
日（
月
）

◆
給
付
金
／
一
定
の
要
件
を
満
た
す

　

場
合
、
受
講
期
間
中
に
給
付
金
を

　

受
け
ら
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
込
み
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
横
手

　

☎
３
２
‐
１
１
６
５

　
　
『
不
動
産
鑑
定
評
価
の
日
』に

　
　

無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

地
価
公
示
・
地
価
調
査
等
の
標
準

価
格
や
、
不
動
産
の
価
格
・
賃
料
な

ど
不
動
産
鑑
定
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
ま
す
。
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要

で
す
。

◆
日
時
／
４
月
10
日（
金
）午
後
１
時

　

30
分
〜
４
時
30
分

◆
場
所
／
2Ｙ
ぷ
ら
ざ

◆
問
合
せ
／
一
般
社
団
法
人
秋
田
県

　

不
動
産
鑑
定
士
協
会

　

☎
０
１
８
‐
８
８
４
‐
１
５
０
９

　
　

多
重
債
務
無
料
相
談
窓
口　

　

東
北
財
務
局
秋
田
財
務
事
務
所
で

は
、
借
金
を
か
か
え
お
悩
み
の
方
々

の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
必
要
に

応
じ
専
門
家
に
引
き
継
ぎ
を
行
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
日
時
／
平
日
の
午
前
８
時
30

　

分
〜
午
後
４
時
30
分
（
正
午
〜
午

　

後
１
時
除
く
）

◆
相
談
窓
口
／
東
北
財
務
局
秋
田
財

　

務
事
務
所（
秋
田
市
山
王
）

◆
専
用
電
話
／

　

☎
０
１
８
‐
８
６
２
‐
４
１
９
６

　
　

自
衛
隊
横
手
地
域
事
務
所
か

　
　

ら
の
お
知
ら
せ

【
自
衛
官
等
採
用
地
域
説
明
会
】

　

平
成
27
年
度
受
験
対
象
者
等
に
、

自
衛
隊
の
概
要
お
よ
び
各
種
試
験
の

案
内
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

◆
日
時
／
４
月
25
日（
土
）午
前
10
時

　

〜
正
午

◆
場
所
／
2Ｙ
ぷ
ら
ざ

【
幹
部
候
補
生（
一
般
）募
集
】

◆
募
集
期
限
／
５
月
１
日（
金
）

◆
対
象
／【
大
卒
程
度
試
験
】

　

◎
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方

　

◎
20
歳
以
上
22
歳
未
満
の
方
は
大

　
　

卒（
見
込
含
）

　

◎
修
士
課
程
修
士
者（
見
込
含
）等

　
　

で
、
20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
方

《
共
通
事
項
》

◆
問
合
せ
・
申
込
み
／
自
衛
隊
横
手

　

地
域
事
務
所
☎
３
２
‐
３
９
２
０

　　
　

平
成
27
年
度

　
　

労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験

　

申
し
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
、
秋
田

労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
『
労
働
基
準

監
督
官
の
採
用
試
験
に
つ
い
て
』
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
受
験
資
格
／
◎
昭
和
60
年
４
月
２

　

日
か
ら
平
成
６
年
４
月
１
日
生
ま

　

れ
の
方
、
◎
平
成
６
年
４
月
２
日

　

以
降
生
ま
れ
で
、
①
大
学
を
卒
業

　

し
た
方
お
よ
び
平
成
28
年
３
月
ま

　

で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の

　

方
、
ま
た
は
人
事
院
が
①
と
同
等

　

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
方

◆
受
付
期
間
／
４
月
１
日（
水
）午
前

　

９
時
〜
13
日（
月
）受
信
有
効

◆
一
次
試
験
日
時
／
６
月
７
日（
日
）

　

午
前
９
時
35
分
〜
午
後
６
時
５
分

◆
試
験
場
所
／
秋
田
大
学
教
育
文
化

　

学
部
３
号
館
（
秋
田
市
手
形
）

◆
問
合
せ
／
秋
田
労
働
局
総
務
部
総

　

務
課
人
事
係

　

☎
０
１
８
‐
８
６
２
‐
６
６
８
１

　
　

　
　

平
成
27
年
度

　
　

国
家
公
務
員
採
用
試
験

　

申
し
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
、
人
事

院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ『
国
家
公
務
員
試
験

採
用
情
報
ナ
ビ
』を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
総
合
職
試
験（
院
卒
者
・
大
卒
程
度
）】

◆
受
付
期
間
／
４
月
１
日（
水
）午
前

　

９
時
〜
８
日（
水
）受
信
有
効

◆
一
次
試
験
日
／
５
月
24
日（
日
）

【
一
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ひらか産フェアin朝市を開催しますひらか産フェアin朝市を開催します

　平鹿産作物の消費の拡大と朝市の活性化を図るた
め、ひらか産フェアin朝市を開催します。地元農家
が丹精込めて作った農産物の特別販売や、買い物を
して新米すくいとりにチャレンジなど、たくさんの
催しを行いますので、是非ご来場ください。
◆日時／３月21日（土）午前９時～正午
◆場所／平鹿ショッピングエリア
◆内容／◎新米すくいとりチャレンジ（朝市商品購
　　　　　入者対象）
　　　　◎農産物販売
　　　　◎清原紅蓮隊演武
　　　　◎平鹿産米おにぎり
　　　　　・味噌汁・甘酒の
　　　　　振る舞い（無くな
　　　　　り次第終了）
　　　　◎餅まき（①午前10
　　　　　時～②午前11時～）
◆問合せ／平鹿地域局産業建
　　　　　設課☎24‐1118

不動産の登記申請時に必要な
『価格通知書』の取り扱いが変更となります

不動産の登記申請時に必要な
『価格通知書』の取り扱いが変更となります
　横手市と秋田地方法務局の間において、一部の通知
が電子化されました。それに伴い、これまで、登記申
請者が手続きのため市役所に来庁し交付を受けていた
『価格通知書』の法務局への提出が原則不要となりま
す。変更点についてお知らせします。
◎『価格通知書』に代わり、納税通知書の送付時に添付
　される『固定資産税明細書兼名寄帳』などにより不動
　産価格を事前に確認の上、登録免許税を納付してく
　ださい。
◎『価格通知書』の交付は原則廃止。ただし、移行期間
　として、当分の間は現在の取り扱いを継続します。
◆問合せ／市財務部資産税課☎32‐2767
　　　　　法務局大曲支局☎0187‐63‐2100、法務局湯
　　　　　沢支局☎0183‐73‐2450（増田・十文字地域）

　４月１日から、南部斎場（増田地域）の火葬回数お
よび火葬時間が下記のとおり変更になります。これに
伴い、火葬後に利用できる南部斎場併設の葬儀場の利
用時間も変更になります。
◆火葬回数／１日４回
◆火葬時間／①午前９時、②午前10時
　　　　　　③午後１時、④午後２時
◆葬儀場／１日１組のみ利用可（④の場合は利用不可）
◆問合せ／市市民生活部市民課☎35‐2176

市南部斎場の火葬時間等が変更になります市南部斎場の火葬時間等が変更になります

◆日時／４月11日（土）午前10時（横手体育館前発）～
　　　　午後２時（試合観戦）～午後９時（到着予定）
◆場所／楽天Ｋｏｂｏスタジアム宮城（仙台市）
◆参加費／5,000円（税込）
◆応募資格・定員／チーム秋田会員・40名
◆応募方法／球団ホームページより応募
◆問合せ／市スポーツ振興課☎35‐2173

　みんなで東北楽天イーグルスを応援しよう！
〝横手発着〟バス付き観戦チケット
　みんなで東北楽天イーグルスを応援しよう！
〝横手発着〟バス付き観戦チケット

募　
集

　市では、官民協働事業として市民の皆さんの暮らし
に関わる情報をまとめた『横手市くらしの便利帳』を
平成24年３月に発行し、市内の各世帯や転入者に配布
しました。発行から３年が経過し、新たな情報を提供
するために、現在、改訂版の作成作業を進めています。
　前回同様、株式会社サイネックス（本社・大阪市）が
広告主を募り、その収入で市が提供した情報をガイド
ブックとしてまとめます。３月
から同社が市内の事業所や医療
機関等を訪問し、発行のご案内
と協力依頼を行っていますので
よろしくお願いします。
　新しい『横手市くらしの便利
帳』は、６月の発行を予定して
おり、市内全世帯や転入者等に
配布します。
◆問合せ／市総務企画部秘書広
　　　　　報課☎35‐2162 Ａ４版で140ページを予定

している便利帳

～行政情報をお手元に～
『横手市くらしの便利帳』を改訂します

～行政情報をお手元に～
『横手市くらしの便利帳』を改訂します

        
３/21
開催

        
３/21
開催

【お詫びと訂正】
市報３月１日号の11ページ『浄化槽設置への助成』の交付
条件に誤りがありました。訂正してお詫びいたします。
（誤）平成27年３月31日までに使用する方
（正）平成28年３月31日までに使用する方
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地域からのお知らせ

観光ガイドブックが完成しました観光ガイドブックが完成しました
　社員からの情報を基に、ＮＥＸＣＯ東日本が製作し
たガイドブック『はいからな旅』の北東北版･南東北版
を差し上げます。ご自由にお持ち帰りください。
◆部数／両版50部程度(先着)
◆配置場所／かまくら館１階
　　　　　　サンルーム
◆問合せ／東日本高速道路㈱
　　　　　東北支社 横手管理
　　　　　事務所 ☎35-6083

つかえる英語講座(外国人教師による中級英会話）
●日時／３月17日(火)午後７時15分～８時45分 ●場所／
Ｙ2ぷらざ　●参加費／１回1,000円(学生300円) ●問合せ
／田口さん ☎080-1829-4754

十文字和紙作品展
●期間／３月20日(金)～30日(月)午前10時～午後４時※
初日は正午から、最終日は午後３時まで　●入場料／無
料　●場所・問合せ／ね・ま～れ(十文字)※火曜休館 
☎42-5320

気孔愛好会『みんなの無料気孔教室』
●日時／３月21日(土)・28日(土)・４月４日(土)・11日
(土)、午後２時～４時　●場所／浅舞公民館　●問合せ
／気孔愛好会 ☎080-9660-5859

リンパケア体験講座
　家族の健康管理や仕事などに役立ててみませんか。
●日時／３月23日(月)・４月４日(土)・27日(月)、午前
10時30分～正午　●場所／さかえ館　●参加費／500円※
要予約　●問合せ・申込み／中村さん ☎090-5595-0800

とっぴんぱらりのプー『第145回 昔語りの会』
　もうすぐ訪れる春の足音を感じながら、昔語りを聞い
てみませんか。
●期間／３月28日(土)午後１時30分～　●場所／こうじ
庵(鍛治町)　●入場料／無料　●問合せ／菅原さん
☎080-5225-5903

新一年生集まれ！！『入学直前準備教室』
●日時／３月29日(日)午後１時～２時30分（受付：午後
０時30分～)　●場所／Ｙ2ぷらざ３階　●参加費／無料
●対象／年長児とその保護者　●講師／全家研ポピー本
部教育対話主事 長津芳氏　●内容／『じこしょうかいの
しかた』､『さんすう、だいすき！』､『先生との上手な関わ
り方』、教育相談など　●問合せ／全家研ポピー秋田県南
支部 ☎32-8099

第126回 南の館『月例市民将棋大会』
●日時／４月５日(日)午前10時～　●場所／十文字文化
センター　●日時／一般1,200円､高校生以下800円(昼食､
賞品、参加賞付)　●問合せ／佐藤さん ☎090-3365-2720

歌の好きな人集まれ！！～思いっきり歌声喫茶～
●日時／４月９日(木)午後７時～ ●場所／煉瓦屋(寿町) 
●演奏曲／花のまわりで、青春時代、襟裳岬ほか20曲以
上 ●参加費／1,000円(飲み物･洋菓子付)※要予約　●申
込み／ＮＰＯヒューマニティコミュニケーション(煉瓦屋
内)☎33-2811

いどばたプラザいどばたプラザ
　掲載を希望する場合は、発行日の『20日前まで』に内
容がわかるものを広報係(連絡先は最終ページに掲載)
にお寄せください。

横手山岳協会『第21回山の写真展』横手山岳協会『第21回山の写真展』
　会員が撮影した県内外の山岳風景
や高山植物の写真など、約80点を展
示します(入場無料)｡
◆期　間／３月20日(金)～23日(月) 
          午前９時～午後５時
　　　　　(最終日は午後４時まで)
◆場　所／Ｙ2ぷらざ
◆問合せ／横手山岳協会 山崎さん
　　　　　☎53-3131
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～横手川漁業協同組合よりお知らせ～
高校生以下の遊魚料金を無料化します
～横手川漁業協同組合よりお知らせ～

高校生以下の遊魚料金を無料化します
　横手川漁業協同組合では、市民の皆さんに河川の
水質浄化に関心をもってもらうため、この度、サケ
を除く魚種に対し、高校生以下の遊魚料金を無料と
します。ただし、釣りの遊魚規則（禁漁区域・禁漁
期間）を遵守してください。なお、高校生は証明書
の携帯、小学生は大人による同伴が義務付けられて
います。
◆魚種と法規（内容）／
◎アユ→７月１日解禁～10月31日まで
◎渓流漁（ヤマメ・イワナ）→４月１日解禁～９月
　20日まで
◎サクラマス→４月１日解禁～８月31日まで
　※サクラマスを採捕した場合は、横手川漁業協同
　　組合（☎36‐3355）などに、捕獲した場所・日時・
　　体長を報告する義務があります。
◎コイ・フナ・一般雑魚（ウグイ・オイカワ・ナマズ・カ
　ジカ等）→産卵期（４月１日～５月15日）は禁漁
◆問合せ／横手川漁業協同組合・横手川放流担当　
　　　　　大和さん☎090‐6785‐1258

 療日診 ご利用前にご確認ください

増田町診療所(耳鼻咽喉科）
　3月18･25日､4月1日(水)
　／14:00～15:30
大沢診療所(内科）
　3月23日(月)
　／13:30～15:00
三又へき地診療所(内科）
　3月17･24･31日(火)
　／13:30～16:30

上平野沢へき地診療所(内科）
　3月19･26日､4月2日(木)
　吉谷地／13:00～15:00
　山内武道／15:10～17:00

 館日休 ご利用前にご確認ください

受付献血日程献血日程 400ml献血に
 ご協力ください

種類月日・地域 実　施　場　所 受付時間

３月24日(火)
十文字

３月27日(金)
横　手

３月18日(水)
平　鹿

横手市役所平鹿庁舎 10:00～11:30
秋田県果樹試験場 13:30～14:00
みちのくコカ･コーラボトリング㈱
横手･湯沢営業所 15:00～16:00

全農秋田県本部県南園芸センター 12:30～13:00
㈲十文字光学 10:00～10:45

まめでらが～ 道の駅十文字 14:00～16:00
㈱アイ・クリエイト 10:00～10:45
秋田いすゞ自動車㈱横手営業所 12:30～13:00
㈱秋田ふるさと村 14:00～16:00

全血

横手図書館
　3月18･25日､4月1日
増田図書館
　3月16･23･30日､4月1日
平鹿図書館
　3月17･24･31日､4月1日
雄物川図書館
　3月18･25日､4月1日
大森図書館
　3月17･24･31日､4月1日
十文字図書館
　3月18･25日､4月1日
山内図書室
　3月15･21･22･28･29日､
　4月4･5日
大雄図書室
　3月15･21日
雄物川郷土資料館
　3月16･23･30日

ゆっぷる
　3月18日
ゆとり館
　3月17･24･31日
えがおの丘
　3月16･23･30日
大森健康温泉
　3月16･23･30日
ゆとりおん大雄
　3月18･19日､4月2日
健康の駅トレーニングセンター
〈東部〉3月18･21･25日､
　　 4月1日
〈西･南部〉3月15･21･22･28･
　　　 29日､4月4･5日
子どもと老人のふれあいセンター
　3月16･23･30日
南部シルバーエリア
　3月16･23･30日
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ひな人形展 ～押絵とつるし飾り～ ▼～4月12日
　9：00～17：00（入館は16：30まで）、雄物川郷土資料館
鬼灯の冷徹原画展 ▼～29日
　9：30～17：00（入館は16：30まで）、増田まんが美術館
日々の写生 ～画家たちの生きた時代～ ▼～4月19日
　9：30～17：00（入館は16：30まで）、秋田県立近代美術館
よこいち。 ▼10：00～16：00、Ｙ2ぷらざ
　急 平鹿総合病院(和賀医師・妹尾医師※1)☎32-5124
　急 小田嶋まさる内科(横手)☎38-8951
　児 平鹿総合病院(岡田医師)☎32-5124
　行 雄物川地域局特別会議室 ▼10：00～12：00

　行 心 社協・大雄福祉センター（ふれあい館） ▼9：30～12：00
　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）
よこてアグリマーケティング推進セミナー
　 ▼14：00～17：00、サンサン横手
　法 本庁舎(かまくら館隣)
　　 ▼13：00～15：00、市くらしの相談課☎35-4099
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）

雄物川小学校一般公開
　法 大森コミュニティセンター
　　 ▼10：00～12：00、社協・大森福祉センター☎26-3274
ひらか産フェアin朝市 ▼9：00～12：00、詳しくは13ページ
休日臨時窓口開設 ▼本庁舎、詳しくは6ページ
　急 桃雲堂高橋医院(増田)☎45-2363
雄物川小学校一般公開
　急 市立横手病院(熊谷医師)☎32-5001
　急 渡辺内科循環器科医院（横手）☎35-7020
　児 平鹿総合病院(伊藤医師)☎32-5124

　法 担当弁護士の事務所
　　 ▼13：00～15：15、市くらしの相談課☎35-4099
　人 条里南庁舎 ▼9：00～12：00／13：00～16：00
　心 雄物川コミュニティセンター

　行 本庁舎(かまくら館隣)１階総合案内 ▼13：00～15：00

第３回じゅうもんじ音楽祭
休日臨時窓口開設 ▼本庁舎、詳しくは6ページ
　急 市立大森病院☎26-2141
　急 横手胃腸科クリニック（横手）☎35-2222
　児 平鹿総合病院(石橋医師)☎32-5124

　法 本庁舎(かまくら館隣) ▼10：00～12：00／　
　　 13：00～15：00、社協・横手福祉センター☎33-8668
　心 本庁舎(かまくら館隣)

　心 十文字町幸福会館

休日臨時窓口開設 ▼本庁舎、詳しくは6ページ

　急 平鹿総合病院(渡邊医師)☎32-5124
　児 平鹿総合病院☎32-5124
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『横手公園展望台』は４月1日(水)から開館します
◆開館期間／11月30日(月)まで、9：00～16：30
◆問合せ／観光物産課☎32-2119

3.15　4.53.15　4.5災害情報は「横手かまくらＦＭ」77.4ＭＨｚで災害情報は「横手かまくらＦＭ」77.4ＭＨｚで ！！

【無料相談】 行…行政  法…法律（要予約）人…人権  
              　　 心…心配ごと（9：30～12：00）問合せ／社協各福祉センター
【救急医療】 急…休日救急当番医（9：00～12：00）
　　　　　 　　※１…３月の第３日曜日は整形外科の医師も診察します
　　　　　 児…日曜夜間小児救急外来（受付18：00～21：00）
【社会保険年金相談】 本庁舎１階相談窓口☎32-2111（内線8528）
　・毎週月曜～木曜 9：30～12：00／13：00～15：30

心
法 人

急

児

行
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

３月15日(日)「カンフーパンダ２」　　　　　　　 【90分】
３月22日(日)「カールじいさんの空飛ぶ家」　　　 【96分】
４月５日(日)「アナと雪の女王」　　　　　　　 【102分】

無料映写会 ～ 南部シルバーエリア(大森町)無料映写会 ～ 南部シルバーエリア(大森町)
◆上映時間／午後１時～　◆問合せ／☎26-3880

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

〔　　　　　　　　　　　　　　　　〕 ※２月末現在（前月末比）

横手市の人口横手市の人口
総数　 95,707人（ -93) ／ 34,485世帯( -25）
　男　 45,321人（ -41）
　女　 50,386人（ -52）

■３月28日(土)14：00～
　２部構成で開催する『じ
ゅうもんじ音楽祭』。今回
は、『和』と『洋』それぞれの
ゲストを迎え、ソロやアン
サンブル、コラボ演奏をお
届けします。
　また、結成30周年を迎え
た『十文字スワンコーラス』
などが出演し、懐かしい名
曲の数々を披露します。ぜ
ひご来場ください。
◆場　所／十文字文化センター
◆入場料／無料※整理券が必要です。十文字地
　域局、十文字文化センター、Ｙ2ぷらざで配布
　しています。
◆問合せ／十文字地域局地域振興課 ☎42-5111
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　４月１日の開校に先立ち、雄物川小学校の
校舎を一般公開します。
◆日　時／３月20日(金)・22日(日)
　　　　　午前10時～午後３時
　※内履きをご持参ください。また、駐車の
　　際は雄物川地域局駐車場をご利用くださ
　　い。駐車台数が限られていますので、で
　　きるだけ乗り合いでお越しください。
◆問合せ／市学校統合推進課 ☎35-2145

雄物川小学校を一般公開します Pick up!
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Pick up!
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アップ
ピック
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【小学校】
４月７日(火) 
  10：00～／栄、黒川、金沢、醍醐、睦合
４月８日(水)  
  9：30～／朝倉
  10：00～／境町、増田、浅舞、吉田、大森､   
　　　　　 雄物川、十文字第二、植田、
　　　　　 山内、大雄
  13：30～／横手南、旭、十文字第一

【中学校】
４月７日(火)
13：30～／横手清陵学院、平鹿、十文字、
　　　　　 山内
14：00～／横手南、横手北、増田、横手明峰

Pick up!
!

Pick up!
!ピック

アップ
ピック

アップ小・中学校入学式日程


